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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年7月17日(2014.7.17)

【公開番号】特開2012-256223(P2012-256223A)
【公開日】平成24年12月27日(2012.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2012-055
【出願番号】特願2011-129191(P2011-129191)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   1/32     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   1/28     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   1/00    ３３２Ｚ
   Ｇ０６Ｆ   1/00    ３３３Ｚ
   Ｇ０６Ｔ   1/20    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成26年6月4日(2014.6.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された画像データに所定の信号処理を施して映像信号を生成する第１の描画処理部
と、
　前記第１の描画処理部の有する描画処理能力よりも高い描画処理能力を有し、入力され
た画像データに所定の信号処理を施して映像信号を生成する第２の描画処理部と、
　前記第１の描画処理部における作業負荷および／または前記第２の描画処理部における
作業負荷を測定する作業負荷測定部と、
　アプリケーションが記憶される記憶部と、
　前記記憶部から読み出した前記アプリケーションが、前記第１の描画処理部または前記
第２の描画処理部による描画処理を要するアプリケーションであった場合に、前記作業負
荷測定部で測定された前記第１の描画処理部における作業負荷および／または前記第２の
描画処理部における作業負荷の情報に基づいて、前記第１の描画処理部と前記第２の描画
処理部のいずれか一方を、前記記憶部から読み出した前記アプリケーションの実行先とし
て選択する制御部とを備えた
　情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のうち、前記作業負荷測
定部で測定された作業負荷が低い方の描画処理部を、前記記憶部から読み出した前記アプ
リケーションの実行先として選択する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記制御部は、当該情報処理装置の消費電力を抑える必要があると判断した場合に、前
記記憶部から読み出した前記アプリケーションの描画処理を前記第１の描画処理部に行わ
せ、かつ、前記第１の描画処理部の動作クロック周波数を所定の周波数以下に制限する制
御を行う
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　請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記制御部が、当該情報処理装置の消費電力を抑える必要があると判断する場合とは、
当該情報処理装置に内蔵された二次電池から電力の供給を受けている場合もしくは、当該
情報処理装置の消費電力を抑える省電力モードの設定がされている場合である
　請求項１～３のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記作業負荷測定部は、前記作業負荷の大きさを、前記第１の描画処理部と前記第２の
描画処理部の消費電力の大きさおよび／または、前記第１の描画処理部と前記第２の描画
処理部を構成する半導体素子のチップ接合面温度の大きさによって判断する
　請求項１～４のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記作業負荷測定部で測定された前記作業負荷が、予め上限として設定
された値に達した場合は、前記第１の描画処理部および／または前記第２の描画処理部で
描画が行われている前記アプリケーションの終了を促すメッセージ、もしくは、前記アプ
リケーションの新たな実行の延期を促すメッセージを出力する制御を行う
　請求項１～５のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記記憶部に記憶されるアプリケーションは、前記第１の描画処理部と前記第２の描画
処理部のうち、予め定められたいずれか一方の描画処理部によって必ず描画処理が行われ
る第１の分類と、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のいずれかによって描画
処理が行われる第２の分類とに区分され、
　前記制御部は、前記記憶部から読み出したアプリケーションが前記第２の分類に区分さ
れたアプリケーションであった場合に、前記アプリケーションの実行先として、前記第１
の描画処理部と前記第２の描画処理部のいずれか一方を選択する
　請求項１～６のいずれかに記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記第２の分類は、さらに、前記第１の描画処理部で描写処理が行われることが望まし
い第３の分類と、前記第２の描画処理部で描写処理が行われることが望ましい第４の分類
と、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のいずれで描画処理が行われてもよい
第５の分類とを含む
　請求項７に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記記憶部から読み出したアプリケーションが前記第３の分類に区分さ
れたアプリケーションであった場合は、前記第１の描画処理部における作業負荷を測定し
、前記作業負荷が所定のレベル以下であった場合は前記第１の描画処理部に前記描画処理
を行わせ、前記作業負荷が所定のレベルを超えていた場合は前記第２の描画処理部に前記
描画処理を行わせ、
　前記記憶部から読み出したアプリケーションが前記第４の分類に区分されたアプリケー
ションであった場合は、前記第２の描画処理部における作業負荷を測定し、前記作業負荷
が所定のレベル以下であった場合は前記第２の描画処理部に前記描画処理を行わせ、前記
作業負荷が所定のレベルを超えていた場合は前記第１の描画処理部に前記描画処理を行わ
せ、
　前記記憶部から読み出したアプリケーションが前記第５の分類に区分されたアプリケー
ションであった場合は、前記第１の描画処理部および前記第２の描画処理部における作業
負荷を測定し、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のうち、前記測定した作業
負荷が低い方の描画処理部に前記描画処理を行わせる
　請求項８に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　前記アプリケーションの第１～第５の分類への区分は、前記アプリケーションを前記第
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１の描画処理部および前記第２の描画処理部で実行させた場合の、前記第１の描画処理部
と前記第２の描画処理部の処理性能および消費電力の測定および評価結果に基づいて行わ
れる
　請求項８または９に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　アプリケーションを記憶することと、
　入力された画像データに所定の信号処理を施して映像信号を生成する第１の描画処理部
における作業負荷および／または、前記第１の描画処理部の有する描画処理能力よりも高
い描画処理能力を有し、入力された画像データに所定の信号処理を施して映像信号を生成
する第２の描画処理部における作業負荷を測定することと、
　前記アプリケーションが、前記第１の描画処理部または前記第２の描画処理部による描
画処理を要するアプリケーションであった場合に、前記測定された前記第１の描画処理部
における作業負荷および／または前記第２の描画処理部における作業負荷の情報に基づい
て、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のいずれか一方を、前記アプリケーシ
ョンの実行先として選択することとを含む
　情報処理方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１７９２２５号公報
【特許文献２】特開２０１０－２０５９６号公報
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　なお、本開示は以下のような構成も取ることができる。
（１）入力された画像データに所定の信号処理を施して映像信号を生成する第１の描画処
理部と、
　前記第１の描画処理部の有する描画処理能力よりも高い描画処理能力を有し、入力され
た画像データに所定の信号処理を施して映像信号を生成する第２の描画処理部と、
　前記第１の描画処理部における作業負荷および／または前記第２の描画処理部における
作業負荷を測定する作業負荷測定部と、
　アプリケーションが記憶される記憶部と、
　前記記憶部から読み出した前記アプリケーションが、前記第１の描画処理部または前記
第２の描画処理部による描画処理を要するアプリケーションであった場合に、前記作業負
荷測定部で測定された前記第１の描画処理部における作業負荷および／または前記第２の
描画処理部における作業負荷の情報に基づいて、前記第１の描画処理部と前記第２の描画
処理部のいずれか一方を、前記記憶部から読み出した前記アプリケーションの実行先とし
て選択する制御部とを備えた
　情報処理装置。
（２）前記制御部は、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のうち、前記作業負
荷測定部で測定された作業負荷が低い方の描画処理部を、前記記憶部から読み出した前記
アプリケーションの実行先として選択する（１）に記載の情報処理装置。
（３）前記制御部は、当該情報処理装置の消費電力を抑える必要があると判断した場合に
、前記記憶部から読み出した前記アプリケーションの描画処理を前記第１の描画処理部に
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行わせ、かつ、前記第１の描画処理部の動作周波数を所定の周波数以下に下げる制御を行
う（１）または（２）に記載の情報処理装置。
（４）前記制御部が、当該情報処理装置の消費電力を抑える必要があると判断する場合と
は、当該情報処理装置に内蔵された二次電池から電力の供給を受けている場合もしくは、
当該情報処理装置の消費電力を抑える省電力モードの設定がされている場合である（１）
～（３）のいずれかに記載の情報処理装置。
（５）前記作業負荷測定部は、前記作業負荷の大きさを、前記第１の描画処理部と前記第
２の描画処理部の消費電力の大きさおよび／または、前記第１の描画処理部と前記第２の
描画処理部を構成する半導体素子のチップ接合面温度の大きさによって判断する（１）～
（４）のいずれかに記載の情報処理装置。
（６）前記制御部は、前記作業負荷測定部で測定された前記作業負荷が、予め上限として
設定された値に達した場合は、前記第１の描画処理部および／または前記第２の描画処理
部で描画が行われている前記アプリケーションの終了を促すメッセージ、もしくは、前記
アプリケーションの新たな実行の延期を促すメッセージを出力する制御を行う（１）～（
５）のいずれかに記載の情報処理装置。
（７）前記記憶部に記憶されるアプリケーションは、前記第１の描画処理部と前記第２の
描画処理部のうち、予め定められたいずれか一方の描画処理部によって必ず描画処理が行
われる第１の分類と、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のいずれかによって
描画処理が行われる第２の分類とに区分され、
　前記制御部は、前記記憶部から読み出したアプリケーションが前記第２の分類に区分さ
れたアプリケーションであった場合に、前記アプリケーションの実行先として、前記第１
の描画処理部と前記第２の描画処理部のいずれか一方を選択する（１）～（６）のいずれ
かに記載の情報処理装置。
（８）前記第２の分類は、さらに、前記第１の描画処理部で描写処理が行われることが望
ましい第３の分類と、前記第２の描画処理部で描写処理が行われることが望ましい第４の
分類と、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のいずれで描画処理が行われても
よい第５の分類とを含む（７）に記載の情報処理装置。
（９）前記制御部は、前記記憶部から読み出したアプリケーションが前記第３の分類に区
分されたアプリケーションであった場合は、前記第１の描画処理部における作業負荷を測
定し、前記作業負荷が所定のレベル以下であった場合は前記第１の描画処理部に前記描画
処理を行わせ、前記作業負荷が所定のレベルを超えていた場合は前記第２の描画処理部に
前記描画処理を行わせ、
　前記記憶部から読み出したアプリケーションが前記第４の分類に区分されたアプリケー
ションであった場合は、前記第２の描画処理部における作業負荷を測定し、前記作業負荷
が所定のレベル以下であった場合は前記第２の描画処理部に前記描画処理を行わせ、前記
作業負荷が所定のレベルを超えていた場合は前記第１の描画処理部に前記描画処理を行わ
せ、
　前記記憶部から読み出したアプリケーションが前記第５の分類に区分されたアプリケー
ションであった場合は、前記第１の描画処理部および前記第２の描画処理部における作業
負荷を測定し、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のうち、前記測定した作業
負荷が低い方の描画処理部に前記描画処理を行わせる（８）に記載の情報処理装置。
（１０）前記アプリケーションの第１～第５の分類への区分は、前記アプリケーションを
前記第１の描画処理部および前記第２の描画処理部で実行させた場合の、前記第１の描画
処理部と前記第２の描画処理部の処理性能および消費電力の測定および評価結果に基づい
て行われる（８）または（９）に記載の情報処理装置。
（１１）アプリケーションを記憶することと、
　入力された画像データに所定の信号処理を施して映像信号を生成する第１の描画処理部
における作業負荷および／または、前記第１の描画処理部の有する描画処理能力よりも高
い描画処理能力を有し、入力された画像データに所定の信号処理を施して映像信号を生成
する第２の描画処理部における作業負荷を測定することと、
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　前記アプリケーションが、前記第１の描画処理部または前記第２の描画処理部による描
画処理を要するアプリケーションであった場合に、前記測定された前記第１の描画処理部
における作業負荷および／または前記第２の描画処理部における作業負荷の情報に基づい
て、前記第１の描画処理部と前記第２の描画処理部のいずれか一方を、前記アプリケーシ
ョンの実行先として選択することとを含む
　情報処理方法。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　１…ＣＰＵ、２…チップセット、３…内蔵ＧＰＵ（ｉＧＰＵ）、４…外付けＧＰＵ（ｄ
ＧＰＵ）、５…映像表示部、６…ＧＰＵ用電源回路、７…不揮発性メモリ、８…ドライブ
、９…光学ドライブ、１０…ＥＣ、１１…コネクタ、１２…外部モニタ、１３…接続検出
部、１４…操作入力部、１５…ＡＣアダプタ、１６…バッテリ、１７…ファン、３１…映
像信号出力部、５１…本体、５２…ディスプレイユニット、Ｄ１…アプリ特性情報データ
ベース、５０…ノート型ＰＣ、Ｓ１…ベンチマークソフト、Ｔ１…アプリ－ＧＰＵ対応テ
ーブル
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】

【手続補正６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図９】
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